
２　参考資料

（１）　人口及び就業構造

　　①　年齢層別人口動態

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

実数 17年 55,939 26,682 29,257 8,484 4,354 4,130 10,586 5,091 5,495 10,890 5,246 5,644 16,791 8,136 8,655 9,188 3,855 5,333

22年 57,920 27,624 30,296 8,450 4,362 4,088 9,871 4,779 5,092 11,711 5,779 5,932 16,681 7,923 8,758 11,207 4,781 6,426

(人) 27年 57,959 27,540 30,419 8,266 4,235 4,031 8,599 4,152 4,447 11,606 5,741 5,865 15,250 7,276 7,974 14,123 6,063 8,060

構成比 17年 100.0 47.70 52.30 15.17 7.78 7.38 18.92 9.10 9.82 19.47 9.38 10.09 30.02 14.54 15.47 16.43 6.89 9.53

22年 100.0 47.69 52.31 14.59 7.53 7.05 17.04 8.25 8.79 20.22 9.98 10.24 28.80 13.68 15.12 19.35 8.25 11.09

（％） 27年 100.0 47.5 52.5 14.3 7.3 7.0 14.8 7.2 7.7 20.0 9.9 10.1 26.3 12.6 13.8 24.4 10.5 13.9

（注）１．資料は国勢調査とする。

　　　２．年次は、結果が公表されている最近３回の国勢調査年次とする。

　　　３．総数の計の（　　　）内には各年次の比率を記入する。

　　②　産業部門別就業者数等

実数 17年 26,188

22年 26,215

(人) 27年 27180

構成比 17年 100.0

22年 100.0

（％） 27年 100.0

（注）１．資料は国勢調査とする。

　　　２．年次は、結果が公表されている最近３回の国勢調査年次とする。

（２）　土地利用

総土地

面 積
果 樹

園
茶 園 桑 園

実数 17年 4,211 519 364 49 106 106 - - 1 1,372 1,371 1 2,319

26年 4,211 539 413 40 86 86 - - 1,376 1,373 3 2,296

（ｈａ） 　　　27年 4,207 467 348 42 77 77 1377 1377 2363

構成比 100.0 12.3 8.6 1.2 2.5 2.5 0.0 0.0 0.0 32.6 32.6 0.0 55.1

100.0 12.8 9.8 0.9 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 32.7 32.6 0.0 54.5

（％） 100.0 11.1 8.3 1 1.8 1.8 0 0 0 32.7 32.7 56.2

（注）１．資料は農林業センサスとする。

　　　２．年次は、結果が公表されている最近３回の国勢調査年次とする。

　　　３．「林野面積」について調査が行われない年次については空欄とする。

　　　４．「草地面積」は、「永久牧草地」「採草地」「放牧地」の計を記入する。ただし、「山林のうち採草地、放牧地」は除く。

　　　５．構成比は、空欄のない最近年次について算出する。
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（３）　森林転用面積

ゴ ル フ 場 ・

レ ジ ャ ー

用 地

ｈａ ｈａ ｈａ ｈａ ｈａ ｈａ ｈａ

平成２年 35 5 15 - 14 1 -

平成１２年

平成２２年

（注）１．資料は農林業センサスによる。

　　　２．年次は公表されている最近３回の調査年次とする。

（４）　森林資源の現況等

　①　保有者形態別森林面積

面 積 （ A ） 比 率 計 人 工 林 (B) 天 然 林

ｈａ ％ ｈａ ｈａ ｈａ

1351.92 100 1193.29 830.85 362.44 61.46

219.52 16.24 218.65 127.94 90.71 58.28

13.63 1.01 11.8 8.47 3.33 62.14

1.14 0.08 1.1 0.07 1.03 6.14

12.49 0.92 10.7 8.4 2.3 67.25

0 0 0 0 0 0

1118.77 82.75 962.84 694.44 268.4 62.07

　　　３．私有林には、社寺有林、組合有林、造林公社造林地、入会林野を含める。

　②　在（市町村）者・不在（市町村）者別私有林面積

計 県 内 県 外

実 数 １２年

２６年 1,109 923 186 125 61

ｈａ 元年 210.74 142.88 67.86

構 成 比 １２年

２６年 83.2 16.8 11.3 5.5

％ 元年 18.84 12.77 6.07
（注）１．資料は農林業センサスとする。
　　　２．年次は公表されている最近３回の調査年次とする。
　　　３．構成比（　　）は、不在（市町村）者の森林所有者面積の県内、県外比率とする。
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（注）１．国有林については森林管理局の資料により、民有林については地域森林計画の市町村別森林資源表及び
　　　　　都道府県の林業統計書等をもとに推計して記入する。

　　　２．官行造林地は「国有林」欄に、県行造林地等は「都道府県有林」欄に（）書きで内数として記載するとともに、
　　　　　部分林及び分収林は造林者が保有しているものとして記入する等実質的な経営主体により区分して記入
　　　　　する。学校林は市町村有林とする。
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　③　民有林の齢級別面積 単位　面積：ｈａ

総数

11

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 以 上

民 有 林 計 974.64 0.06 1.55 1.32 3.34 1.15 8.48 8.39 21.17 35.67 58.42 835.09

人 工 林 計 702.91 1.20 0.18 0.54 5.35 6.05 14.63 30.37 38.94 605.65

ス ギ 333.05 0.54 2.16 0.31 3.42 7.48 12.90 306.24

ヒ ノ キ 339.85 2.59 5.74 10.37 16.22 21.30 283.63

そ の 他 30.01 0.00 1.20 0.18 0.00 0.00 0.60 0.00 0.84 6.67 4.74 15.78

天 然 林 計 271.73 0.06 0.35 1.14 3.34 0.61 3.13 2.34 6.54 5.30 19.48 229.44

（ 備 考 ）

（注）１．地域森林計画の資料（森林資源構成表）を参考として記入する。

　④　保有山林面積規模別林家数

林家数

637 3 0

176 2 1

7 1 0

754

（注）資料は農林業センサスとする。

　⑤　作業路網の状況

　　　　　（ア）　基幹路網の現況

備考

　　　　　（イ）  細部路網の現況

備考

（５）　計画期間内において間伐を実施する必要があると認められる森林の所在

齢級

（注）１．過去の施業履歴等を勘案し、記載するものとする。

（注）２．森林の所在は林小班等により表示する。

総　　　　　数
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２０～３０ｈａ

３０～５０ｈａ

１００～５００ｈａ
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延 長 （ ｋ ｍ ）
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（６）　市町村における林業の位置付け

　①　産業別総生産額 （単位：１００万円）

内訳

　②　製造業の事業所数、従業者数、現金給与総額

（　　　　　　　　年現在）

（注）１．最近年の工業統計表の「市町村編」による。

　　　２．製造業には、林業が含まれない。

第３次産業 

121

第１次産業 

第２次産業 

うち林業（B)

うち木材・木製品製造業（C)

従業者数（人）

98

7

7.14%

8207

346

4.22%B/A　

事業所数 現金給与総額（万円）

（注）都道府県別産業別総生産額は、内
閣府「県民経済計算年報」に掲載されて
いる。これに準ずる方法により算定される
市町村別の数値を記載する。

　　　３．木材、木製品製造業の定義は、「産業分類」（総務省）による
　　　　　ものであり、製材業、合板製造業等が含まれる。

2978022

81594

2.74%
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うち木材・木製品製造業
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B+C/A  

総生産額（A） 234986
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16

111547

121909

0.0005%



（５）　計画期間内において間伐を実施する必要があると認められる森林の所在

林小班 樹種 齢級
1-4-0 ヒノキ 11
1-21-0 スギ 11
1-42-0 スギ 12
1-45-1 スギ 11
1-45-1 ヒノキ 11
1-64-0 スギ 11
1-69-1 ヒノキ 12
1-83-0 スギ 12
1-83-0 ヒノキ 12
1-91-1 スギ 11
1-91-2 スギ 11
1-93-0 ヒノキ 11
1-94-0 ヒノキ 11
1-96-0 ヒノキ 11
1-109-0 スギ 12
2-10-0 スギ 11
2-11-0 スギ 12
2-13-0 スギ 12
2-20-0 ヒノキ 12
2-20-0 スギ 12
2-23-2 スギ 11
2-26-1 ヒノキ 11
2-27-1 スギ 12
2-34-0 スギ 12
2-35-0 スギ 12
2-37-1 スギ 11
2-37-1 ヒノキ 11
2-37-2 ヒノキ 12
2-45-1 ヒノキ 10
2-46-1 スギ 10
2-60-1 スギ 12
2-62-0 スギ 12
2-69-0 スギ 12
2-84-1 スギ 11
2-86-1 スギ 9
2-109-1 スギ 12
2-109-1 ヒノキ 12
2-116-0 スギ 12
3-12-0 スギ 11
3-18-0 ヒノキ 9
3-25-0 スギ 10
3-25-0 ヒノキ 10
3-26-0 スギ 10
3-31-0 スギ 12
3-33-0 スギ 12
3-40-0 スギ 11
3-43-0 スギ 11
3-44-1 スギ 11
3-44-1 ヒノキ 11
3-56-0 スギ 12
3-114-0 ヒノキ 12
3-115-0 スギ 12
3-116-0 スギ 12
3-122-0 ヒノキ 11
3-128-0 ヒノキ 12
3-143-0 ヒノキ 12



4-50-0 スギ 12
4-59-0 スギ 12
4-61-0 スギ 10
4-67-0 ヒノキ 10
4-79-0 スギ 11
4-102-0 ヒノキ 7
4-107-0 スギ 11
5-45-0 ヒノキ 11
5-49-0 スギ 12
5-56-0 ヒノキ 10
5-76-0 ヒノキ 10
5-98-1 ヒノキ 11
6-40-1 ヒノキ 12
6-48-0 ヒノキ 12
6-52-1 スギ 8
6-68-1 ヒノキ 12
6-72-0 ヒノキ 11
6-73-0 ヒノキ 12
6-74-0 ヒノキ 11
6-76-2 ヒノキ 10
6-86-0 ヒノキ 12
6-86-0 スギ 12
6-90-0 ヒノキ 12
6-93-0 スギ 12
6-93-0 ヒノキ 12
6-93-1 ヒノキ 12
6-101-0 ヒノキ 12
6-104-0 スギ 12
6-113-1 スギ 11
6-113-2 ヒノキ 8
7-50-0 ヒノキ 12
7-52-0 ヒノキ 12
7-100-0 ヒノキ 11
7-125-0 ヒノキ 11
8-17-1 ヒノキ 9
8-29-0 ヒノキ 11
8-38-0 ヒノキ 11
8-39-0 ヒノキ 12
8-50-0 ヒノキ 11
8-52-2 ヒノキ 8
8-53-1 ヒノキ 8
8-71-1 ヒノキ 12
9-8-0 ヒノキ 12
9-84-0 ヒノキ 12
9-85-1 ヒノキ 12
9-87-1 ヒノキ 10
9-96-0 ヒノキ 11
9-105-1 ヒノキ 12
10-35-1 ヒノキ 12
10-61-0 ヒノキ 11
11-19-0 ヒノキ 12
12-14-0 ヒノキ 11
12-35-2 スギ 8
12-49-0 スギ 10
12-50-1 ヒノキ 9
12-110-1 スギ 11
12-143-0 ヒノキ 11
13-18-0 ヒノキ 11
13-25-0 ヒノキ 11



13-28-0 ヒノキ 12
13-29-0 ヒノキ 12
13-45-1 スギ 12
13-64-0 スギ 11
13-64-1 スギ 11
13-102-3 ヒノキ 12
13-109-0 スギ 9
13-130-1 ヒノキ 12
13-141-1 ヒノキ 7
13-143-0 スギ 11
14-56-0 スギ 12
15-25-0 スギ 12
15-25-0 ヒノキ 12
15-28-0 スギ 12
15-39-0 スギ 12
15-40-0 スギ 12
15-50-0 スギ 12
15-63-1 ヒノキ 12
15-67-0 スギ 11
15-67-0 ヒノキ 11
15-68-0 ヒノキ 11
16-31-1 ヒノキ 12
16-54-0 ヒノキ 12
16-75-1 ヒノキ 9
16-144-0 ヒノキ 11
18-14-2 スギ 11
18-36-0 スギ 12
18-98-1 スギ 12
19-18-3 スギ 10
19-18-4 スギ 12
19-35-1 スギ 11
19-35-3 スギ 11
19-35-4 スギ 10
19-35-5 ヒノキ 10
19-38-1 ヒノキ 7
19-38-7 スギ 11
19-49-2 スギ 6
19-99-0 スギ 10
19-100-0 スギ 10
19-103-6 ヒノキ 11
19-104-4 ヒノキ 12
19-104-5 スギ 12
19-106-1 ヒノキ 12
19-106-2 スギ 12
19-106-6 ヒノキ 11
19-114-22 ヒノキ 12
19-114-46 ヒノキ 6
19-114-47 ヒノキ 10
19-114-50 スギ 10
19-114-54 ヒノキ 11
19-114-55 スギ 11
22-71-3 スギ 8
23-6-1 スギ 12
23-25-1 ヒノキ 12
24-18-0 スギ 12
25-4-2 ヒノキ 11
25-20-2 スギ 12
28-108-0 ヒノキ 12
37-31-0 ヒノキ 11



37-33-0 ヒノキ 9
38-2-0 ヒノキ 12
38-33-0 ヒノキ 10
39-20-0 ヒノキ 9



（７）　林業関係の就業状況

（平成３１年４月１日現在）

1

（８）　林業機械等設置状況

総数 公有林 森林組合 会社 個人 その他

6 6

8 8

（注）１．林業機械等の種類は適宜追加する。

　　　２．単位は、林業機械等の種類により適宜定める。

伐倒、木揃用の自走式

索引式集材車両

ジグザグ集材施設

無線操縦等による木寄機

リモコン操作による巻上げ搬器

林内作業車

主として索引式集材用

自動木登り式

上記でクローラタイプのもの

主として地拵等の育林作業用

懸垂式含む

巻立・玉切り自走式機械

枝払、玉切、集積用自走式

伐倒、枝払、玉切、集積用自走機

積載式集材車両

タワー付き集材機

（名称：　　　　　　　　）

備　　　　　　　　　　　　　　考

携帯式刈払い機

伐木,造材用

うち作業員数 備　　考

（名称：　薦野生産森林組合　）

搬出、育林等にかかる土工用

背負い式等の上記以外のもの

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ,ﾎｲｰﾙｸﾚｰﾝ,ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙｸﾚｰﾝ

上記でクレーン付きのもの

搬出、育林等にかかる土工用

プロセッサ

スキッダ

フェラーバンチャ

〃

＜高性能機械＞

クレーン

クレーン付きトラック

動力枝打機

刈払い機

植穴掘機

ショベル系掘削機

チェンソー

トラクタショベル

計

動力枝打機

モノケーブル

リモコンウィンチ

自走式搬器

運材車

計

タワーヤーダ

フォワーダ

ハーベスタ

グラップルソー

クローラタイプトラクタ

フォークローダ

ホイールタイプトラクタ

合 計

育林用トラクタ

フォークリフト

苗畑用トラクタ

集材機

組合・事
業 者 数

区 分

就業者数

モノレール

森 林 組 合

生 産 森 林 組 合

素 材 生 産 業

森 林 管 理 署

製 材 業

区　　　　　　　　分



（９）　林産物の生産概況
種類

乾 生 加工 青果
ｍ３ ｍ３ 千本 kg ｋｇ ｋｇ ｋｇ ｋｇ ｋｇ

800 9462 4224

（注）１．最近１年間の生産について記入する。
　　　２．その他の品目があれば、欄を設けて記入する。

(10)　その他必要なもの

生 産 量
生産額（百万円）

チップ素材
しいたけ たけのこ

木炭なめこ苗木


